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シリーズ第58話

市民病院総務課　　23‐7852

　

図
の
よ
う
に
腎
臓
は
腹
の
裏
側
で

横
隔
膜
の
下
、
背
骨
の
左
右
に
あ
る

拳
く
ら
い
の
臓
器
で
あ
る
。体
重
の

わ
ず
か
０
．３
％
を
占
め
る
臓
器
で

は
あ
る
が
、
心
臓
か
ら
の
血
液
量
の

20
〜
30
％
を
受
け
入
れ
腎
血
流
量
は

１
分
間
に
約
１
リ
ッ
ト
ル
に
も
及

ぶ
。腎
臓
の
働
き
は
表
の
よ
う
で
あ

り
、
体
内
で
不
用
に
な
っ
た
物
質
を

排
泄
す
る
あ
る
い
は
体
液
を
一
定
の

状
態
に
保
つ
な
ど
１
〜
４
の
働
き

や
、
体
内
に
お
い
て
微
量
で
作
用
す

る
物
質
を
つ
く
る
５
〜
７
の
働
き
が

あ
る
。 

　

そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
が
障
害
さ
れ
る

と
出
現
す
る
多
彩
な
臨
床
症
状
を
表

に
記
載
し
た
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
働
き
を
す
る
腎
臓

で
は
あ
る
が
、
腎
機
能
の
低
下
が
比

較
的
ゆ
っ
く
り
と
進
行
す
る
慢
性
腎

不
全
と
呼
ば
れ
る
疾
患
で
は
病
初
期

に
は
何
の
症
状
も
な
く
病
気
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
も
な
い
。
そ

し
て
症
状
出
現
時
に
は
慢
性
腎
不
全

が
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
状
態
ま

で
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ

の
状
態
に
な
る
と
透
析
治
療
や
腎
移

植
が
必
要
と
な
る
。
一
般
的
に
機
能

低
下
が
ゆ
っ
く
り
進
む
疾
患
で
は
体

が
順
応
（
慣
れ
）
し
て
し
ま
い
症
状

を
現
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
透
析
治
療
を
29
万
７
千
人

が
受
け
て
お
り
、
１
年
で
３
万
７
千

人
が
新
規
に
透
析
治
療
に
導
入
さ
れ

て
い
る
。透
析
患
者
の
発
生
率
は
人

口
１
０
０
万
人
に
対
し
て
20
年
前
に

は
８
３
５
人
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

２
，３
２
０
人
に
増
加
し
て
い
る
。ま

た
透
析
導
入
年
齢
は
20
年
前
に
は

5
8
．1
歳
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

6
7
．8
歳
と
高
齢
化
し
て
い
る
。透

析
治
療
を
必
要
と
す
る
慢
性
腎
不
全

の
原
因
は
、
糖
尿
病
が
43
％
高
血
圧

（
腎
硬
化
症
）が
21
％
慢
性
腎
炎
が
11

％
で
あ
る
。20
年
前
に
は
糖
尿
病
が

26
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
増

加
が
窺
わ
れ
る
。透
析
治
療
方
法
と

し
て
は
、
血
液
透
析
が
ほ
と
ん
ど
で

9
6
．７
％
を
、
残
り
３
．３
％
が
腹

膜
透
析（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
）を
受
け
て
い
る
。

一
方
腎
移
植
は
年
間
１
，４
８
１
件
行

わ
れ
、
そ
の
う
ち
１
，２
７
２
件
が
親

子
兄
弟
間
な
ど
の
生
体
腎
移
植
で
あ

る
。

　

そ
れ
で
は
症
状
の
な
い
早
期
か
ら

腎
機
能
異
常
を
発
見
す
る
方
法
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
尿
検
査
と
血

液
検
査
で
あ
る
。
尿
検
査
で
は
と
り

わ
け
蛋
白
が
尿
中
に
出
て
い
な
い

か
、
ま
た
血
液
検
査
で
は
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
の
値
が
腎
機
能
の
指
標
と
な

る
。
し
か
し
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
筋
肉

量
に
影
響
を
う
け
る
た
め
、
近
年
で

は
e
G
F
R
（
推
定
糸
球
体
濾
過

量
）
と
い
う
単
位
を
使
用
す
る
こ
と

が
多
く
な
っ
た
。
最
近
で
は
腎
機
能

障
害
を
慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
と

表
し
て
、
腎
不
全
へ
の
進
展
抑
制
を

目
的
と
し
た
病
診
連
携
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
当
院
で

も
取
組
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
改
め
て
報
告

す
る
予
定
で
あ
る
。

※
な
お
文
中
の
統
計
学
的
数
字
は
日
本
透

　

析
医
学
会
と
日
本
移
植
学
会
の
２
０
１

　

０
年
末
か
ら
引
用
し
た
。

　

腎
疾
患
に
つ
い
て

ほのか診察室ほのか診察室

市民病院
　副院長　鈴木明彦
　　泌尿器科

新城保健センター　　23‐8551
作手保健センター　　37‐2839

お問い
合わせ

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

４
月
10
日
㈫

　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　

４
月
26
日
㈭

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、創
作
活
動

　

こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　

安
を
感
じ
て
い
る
方

　

４
月
26
日
㈭

　

正
午
〜
３
時
30
分

　

脳
血
管
疾
患
な
ど
の
方

機
能
訓
練
教
室
（
要
申
込
）

集
団
が
ん
検
診
（
要
申
込
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
の
助
成

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の

業
務
の
一
部
縮
小
の
お
知
ら
せ

　

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　

4
月
24
日
㈫　

午
前
実
施

　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺

　

が
ん

※
前
立
腺
が
ん
は
50
歳
以
上
の
方

　

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

胃
が
ん　
　

 　

１
，
０
０
０
円

　

大
腸
が
ん       　
　

３
０
０
円

　

前
立
腺
が
ん　
　
　

 

５
０
０
円 表

腎臓の働き　　　障害された時の臨床症状

1 老廃物の除去➡尿毒症

2電解質の調整➡手足のしびれ・痙撃・不整脈

3酸塩基平衡の維持➡嘔吐・意識障害

4尿の生成➡浮腫・心不全

5エリスロポエチンの産生➡貧血・動悸

6ビタミンD³の活性化・➡骨粗しょう症

7血圧の調節➡高血圧

図

　

５
月
か
ら
肺
炎
を
予
防
す
る
た

め
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を

３
，０
０
０
円
助
成
し
ま
す
。

　
　

市
内
指
定
医
療
機
関

※
医
療
機
関
へ
予
約
が
必
要
で
す

　

市
内
に
住
所
を
有
す
70
歳
以
上

　

で
接
種
を
希
望
す
る
方

　

５
，０
０
０
円（
自
己
負
担
金
）

　

保
険
証
・
運
転
免
許
証
な
ど
、

　

年
齢
・
住
所
確
認
の
で
き
る
も

　

の
。

※
詳
し
く
は
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

窓
口
業
務
を
４
月
か
ら
新
城
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
統
合
し
ま
す
。

　

が
ん
検
診
な
ど
は
従
来
ど
お
り

実
施
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
は

全
て
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー
（
23
‐

８
５
５
１
）
に
な
り
ま
す
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　

第
１
回　

４
月
19
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

第
２
回　

５
月
24
日
㈭

　

第
３
回　

６
月
21
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

講
話
、
調
理
実
習
、
沐
浴
実
習
、

　

妊
婦
体
操
な
ど

　

妊
婦
と
そ
の
家
族

　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

　

エ
プ
ロ
ン
、
水
分
補
給
で
き
る

　

も
の
な
ど

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま
す

　

が
、
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

　

で
す
。

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

　

く
だ
さ
い
。

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
込
）

平成24年度　がん検診などの日程表

がん検診の説明

会　　場

料 　 金検 　 診 内 容 な ど

検 診 内 容 検 診 日 予約開始日 備　　　考

胃がん・大腸がん・前立腺がん
胃がん・大腸がん・子宮がん・乳がん・前立腺がん
胃がん・大腸がん・乳がん・前立腺がん・骨粗鬆症
胃がん・大腸がん・子宮がん・乳がん・前立腺がん
大腸がん・子宮がん・乳がん

午前実施
午前実施（乳がんのみ１日実施）
午前実施（乳がん・骨粗鬆症は１日実施）

午前実施（乳がんのみ１日実施）

胃がん・大腸がん・前立腺がん
子宮がん・乳がん
大腸がん・子宮がん・乳がん

胃がん
大腸がん
子宮がん

乳がん
   
前立腺がん 

胃のレントゲン撮影（バリウムを飲みます）
便の潜血反応検査（便を２日間とります）
子宮入口（頸部）の細胞を検査します
乳房のﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影と医師の視触診 （乳がんの好発年齢は40歳代です。がんの発見率をあげるため、40歳代の
レントゲン撮影は２方向、そのほかの方の撮影は1方向です）
採血してPSA値（前立腺がん特有の血液の値）を検査します。  

1,000円
 300円
 800円

 1,400円
 1,300円
 500円

　5月25日（金）
　7月22日（日）
　9月18日（火）
10月22日（月）
11月22日（木）
12月16日（日）
　2月14日（木）
　4月24日（火）

6月18日（月）
　9月 １日（土）
11月 1 日（木）

3月11日（月）
7月12日（木）
8月29日（水）
12月３日（月）

25年

25年

4月9日（月）
全日程午前実施
（乳がんのみ１日実施）

受　付　中

4月9日（月）

4月9日（月） 午前実施

午後実施

新城
保健センター

鳳来
保健センター

作手
保健センター

注意点　新城・鳳来で実施の検診の申し込みは新城保健センターへ、作手での検診は作手保健センターへお願いします。
　　　　各検診（医療機関での受診も含みます）は、1人につき１年（4月～翌年3月）1回です。定員になり次第受け付けを終了します。
　　　　10月以降は、申し込みが集中します。なるべく早い日程での受診をお勧めします。

40歳代の方
そのほかの方

※大腸がんはがん検診のすべての日程で、回収可能です。　※前立腺がんは50歳以上の方が対象です。 

胃がん・大腸がん・子宮がん・乳がん・前立腺がん

じ
ん
し
っ
か
ん

お
う
か
く
ま
く

す ず 　き あ き ひ こ

し
っ
か
ん

も
く
よ
く
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